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1. はじめに 

日本では独居高齢者の増加に伴う高齢者の社会的孤立

[1]，デジタルデバイドの拡大，共働きの増加による小学生

の放課後の問題が生じている[2]．独居高齢者の中でも男性

がより孤立しやすい[3]と報告されていることから特に男

性の社会活動への参加を促したい．また，世代間交流をし

たい高齢者は半数以上[4]いる．世代間交流を通して高齢者

のデジタルデバイドの改善，子どもの見守りに寄与するこ

とを考えた．独居高齢者と小学生，その保護者の三者にと

って有用なシステムを提案する．  

2. 提案システム 

提案するシステムは，社会との関りが希薄な独居高齢者

が自宅からオンラインで放課後の小学生を見守り，デジタ

ルコンテンツを通じた交流を促進するシステムである．オ

ンラインにすることにより，外出に制限のある高齢者や，

子どもの送り迎えができない保護者の子どもも参加可能と

なるからである． 

本研究は，大阪市北区との連携協定の中で実施すること

を考えていた．そこで，北区区役所の福祉課の方にヒアリ

ングし，男性の参加を促すには「役割」を与えることが重

要という意見を頂いた．北区では「いきいき百歳体操」や

「はつらつ脳活性化教室」の取り組みがあるが参加者は女

性が 9 割以上を占める．一方，高齢者が高齢者に教える「ス

マホ教室」や高齢者がおもちゃの修理を行う「おもちゃ病

院」等では男性参加が多い．このことより，高齢者が子ど

もに教えるという役割を持たせることを考え，その最初の

試みとして，高齢者にデジタル技術を学んでもらい，学ん

だ技術を子どもに教えながら共同でデジタルコンテンツを

作成するイベントを開催することを考えた． 

3. 実験（倫理審査番号：2023-85） 

3.1 当初の計画 

  WebARとM5Stackシリーズを使用した 2 つのコンテン

ツを考え，北区の老人福祉施設とその運営母体に提案した．

その結果，季節のイベントに合わせて行う案をいただき， 

はじめに WebAR を使用したクリスマスカードの作成イベ

ントを対面で行い，募集や運営方法を改善して， M5Stack

を用いた 2 回目のイベントをオンラインで行うという計画

を立てた．初回イベントの流れと期待している効果（参加

者の反応）を図 1 に示す．  

3.2 実施内容 

前述の計画で進めていたが，老人福祉施設の運営母体に

対象者を限定することについて指摘されて直前に実施でき 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1 イベントの流れと期待する効果 

なくなり，独自企画として参加者を公募して実施すること

にした．募集期間が短く応募がなかったため，大学職員・

知人に依頼し 60 歳代の 4 名（男性 3 名，女性 1 名）に参

加していただいた． 

3.3 結果 

  最初は参加者は 4 名ともツールを使いこなすのが難しい

様子であったが用意したマニュアルと協力学生の助言で

徐々に操作できるようになった．最後には参加者自身で音

や映像の入ったクリスマスカードを完成し，孫や知り合い

の子どもに送ってもらった．直後のアンケートから難易度

は高かったという回答もあったが，満足度や達成感が高く，

後日アンケートでは，カードを送った子どもや保護者から

参加者への称賛など期待した反応が得られ，それを受けた

参加者のポジティブな感想が報告された．オンラインイベ

ント開催については，半数が「サポートがあるなら」と回

答し，受容性はあるが高齢者側，子ども側ともに参加でき

る方法の提供とサポートが必要であることが確認された．  

4.おわりに 

高齢者がデジタル技術を学び，子どもと世代間交流する

イベントが高齢者・子どもに受け入れられる可能性を示し

た．地域と連携して参加者を集める方法の再検討とオンラ

インイベントの実施は今後の課題となった．  
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